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概概要要：本発表では，18世紀に編まれ，フランス啓蒙思想の集大成とみなされる『百科全書』に掲載さ
れた様々な項目の典拠を調べる研究を支援するWebアプリの開発概要と，同研究の課題を克服する
方法を報告する．『百科全書』・啓蒙研究会では，2008年度より全 17巻の『百科全書』本文を分担
して読み，項目ごとに所定の基準で定義されたメタデータを抽出し，項目の執筆に用いられた典拠に

関する詳細なデータベースを作成する研究が進められてきた．しかし進捗は順調でなく，依然第 2巻
の作業に留まっている．本プロジェクトを効率化するために，筆者らは作業用のブラウザアプリを作

成し，クラウドソーシング化を進めてきた．本アプリについて報告するとともに，クラウドソーシン

グ化に向けた取り組みとして，本発表ではユーザの増加とモチベーション維持に焦点を当てる．具体

的には，体験会の開催，研究会における作業時間の確保，辞書機能，成果の可視化について報告す

る． 
キキーーワワーードド：『百科全書』，近世フランス史，メタデータ抽出，Web アプリ，クラウドソーシング 
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Abstract: This presentation discusses the development of the web application to support research on the sources 
of various entries in the Encyclopédie, which was compiled in the 18th century and is considered the compilation 
of the French Enlightenment, and reports on overcoming the challenges of this research project. Since 2008, the 
Encyclopédie and Enlightenment Research Group has been creating a detailed database of the sources used for 
writing the entries by extracting metadata defined by specific criteria for each entry from the text of the 17 volumes 
of the Encyclopédie. However, progress has been slow, and we are still working on the second volume. In order 
to streamline this project, we have developed a browser application for crowdsourcing the work. After describing 
this application, this presentation focuses on increasing the number of users and maintaining their motivation for 
crowdsourcing. Specifically, we report on holding trial sessions, securing work time in study groups, dictionary 
functions, and visualization of results. 
Keywords: Encyclopédie, Early Modern French History, Metadata Extraction, Web Application, Cloudsourcing 
 
１．『百科全書』典拠研究の課題 
本発表では，18 世紀に編まれ，フランス啓蒙
思想の集大成とみなされる『百科全書』に掲載

された項目の典拠を調べる研究を支援する Web
アプリの開発概要と，同研究の課題を克服する

方法を報告する． 
『百科全書』・啓蒙研究会が 2008 年度から文
部科学省科学研究費の支援を受ける本プロジェ

クトでは，『百科全書』本文 17 巻（16000 ペー
ジ超）すべてを分担して読み（現在第 2 巻まで
読み終えている），項目ごとに所定の基準で定

義されたメタデータを抽出し，項目の執筆に用

いられた典拠に関する詳細なメタデータを作成

する研究が進められてきた[1][2]．これらの典拠
情報は，項目執筆の現場にどのような書物が置

かれていたのかを浮き彫りにし，知識の伝達に

おける直接ないし間接の影響関係や，項目執筆

者の同一性，さらには辞典が採用している参照

符号を使った項目同士の相互参照関係などから

は見えなかった項目同士のネットワークを同一

典拠から明らかにする可能性を有している[3][4]．
つまり，先行する目録[5]やデジタル学術編集版
[6][7]にはない典拠情報を補うことで，『百科全
書』をその編纂以前の知的潮流の中に明確に位

置づけることができるようになるのである． 
本発表は，引用ネットワークを描き出す試み

に関して，古典分野における間テクスト性を扱

―  124  ―

「人文科学とコンピュータシンポジウム」2021 年 12 月

©2021 Information Processing Society of Japan



う Romanello らの研究に示唆を受けている[8]．
近年のDH学界では，引用ネットワークを通じて，

DH 研究や教育の中心的な研究として高く評価さ

れているもののほとんどが北側先進資本主義国

出身の白人男性の研究者によるものがほとんど

であることを批判する論考が出てきているが

[9][10]，このジェンダーバイアスの問題は 18 世

紀フランス研究にも共通する問題意識であった．

というのも，18 世紀にはサロンなど社交の場で

女性が多数活躍したにもかかわらず，アカデミ

アの世界は男性中心的であり続けたというジェ

ンダー的観点からの論点があるからである[11]．
典拠情報から引用ネットワークを描き出すこと

によって，『百科全書』の執筆現場における男

性中心性が浮かび上がることも予想される． 
以上のような展望を持つ典拠作成プロジェク

トであるが，これまでの進捗状況は順調とは言

えなかった．当初の作業方式は，第 1 巻から第 3
巻までの 3000 ページ弱を対象に，印刷された

PDF に協力者 30 名が手作業でマーカーを引き，

該当箇所を Excelファイルに手動で入力し，研究

会で話し合いながら詳細なメタデータを追記す

るものであった．2008 年から現在までの 12 年の

間にこの方式で完成したメタデータは第 1 巻の

みであり，第 2 巻以降も研究を継続するために

は以下に挙げる 3 点の課題を解決することが求

められていた． 
 
(1) 入力ミスの低減 
 従来の方式では Excelファイルに手動入力して

いたため，誤字や脱字，入力者による表記揺れ

が多く発生し，それらの確認作業に長い時間と

労力が割かれていた． 
(2) 共同作業の困難の解消 
 対面の研究会という閉鎖環境で作業を進めて

いたために参加者が限定されただけでなく，担

当者による進度差が全体の進行を遅らせる傾向

があった． 
(3) 人材の確保 
 典拠抽出作業には 18 世紀の文化的知識やフラ

ンス語の知識が必要であると考えられてきたた

め新規作業者の確保が難しく，作業者の多忙

化・高齢化に伴いプロジェクト全体の規模が先

細りしていく懸念があった． 
 
これらの問題を解決するために，すでに筆者

らは Web アプリを作成し，研究会内外に公開し

て作業を進める方式を提案した[12]．本稿では，

本アプリを持続的に運用し，データを蓄積して

いくためのクラウドソーシング化に向けた取り

組みに焦点を当てる． 
 

２．関連研究と本研究の手法 

 少人数では遂行困難な膨大な量の作業を，プ

ロジェクト外の協力者に委託することで達成し

ようとする手法のことを「クラウドソーシン

グ」という新しい造語で 2006 年に言い表したの

は，当時 Wired 誌編集者であった Jeff Howe であ

る[13]．もともとビジネスの世界における手法と

して提唱されたものの，近年ではデジタル環境

の特長を活かして人文学の分野でもクラウドソ

ーシングの手法が取り入れられるようになり，

オープンサイエンスの文脈でその可能性と課題

が議論されるようになって久しい[14]． 
 ジェレミー・ベンサムが生前に残した手稿史

料の翻刻と構造化を進める Transcribe Bentham プ

ロ ジ ェ ク ト の 論 文 [15] に よ れ ば ， Amazon 
Mechanical Turk のようなビジネス業界のクラウ

ドソーシングが金銭的報酬を参加者のインセン

ティブとするのに対し，人文学分野におけるク

ラウドソーシング事業では無償で協力を得られ

るように金銭以外の報酬を用意することが一般

的であるという．このような金銭以外の報酬に

ついては，「みんなで翻刻」事業への参加者の

インセンティブを設計した橋本雄太の博士論文

[16]や，実際の参加モチベーションの分析を行っ

た研究発表[17]に詳しく記述されており，作業そ

れ自体の楽しさに集中できたり，参加者同士の

相互教育を促せたりするような環境づくりが重

要であることが論じられている．これらの研究

に基づき，本研究では，参加者に継続的に作業

を続けてもらえるようなインセンティブを提供

する必要性を感じ，後述するように参加者間の

交流の場や作業結果をすぐに視覚的に確認でき

るゲーミフィケーションの要素を備えた機能を

アプリに搭載することとした． 
 また，人文学には限定されない視角から学術

的にクラウドソーシングを設計するための理論

的背景を詳述した森嶋厚行による研究[18]もあ

る．ここで具体的に提唱されている手法のう

ち，本研究では特に，タスクを細かく分割す

る・ユーザごとに割り当てる作業を調整する・

作業ミスを受け入れ成果をチェックする仕組み

を作る，といった要素を取り入れている． 
 
３．『百科全書』における「典拠」 
本研究における「典拠」は，「辞典の各項目

の本文で明示された標題または人名のうち，そ

の著作を踏まえて項目が書かれたと判断できる

もの」を指す．具体的には以下の 4 つの客観的

基準に基づいて定義される． 
 
(A) 項目末尾に導入辞なしで標題や著者名が記
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されている場合 
(B) « Voyez »，« lisez »などの導入辞の後に，
標題や著者名が記されている場合 

(C) 巻号やページ番号などの明示的書誌情報が
添えられている場合 

(D) ギユメ« »やイタリックによる引用文の前
後に，標題や著者名が記されている場合 

 
一見すると典拠とみなせる表題や人名でも，こ

れらの基準に合わないために典拠として採用さ

れない場合もある．例えば曖昧で一般的な言及1，

単なる歴史的事実として書物の標題や人名に言

及している場合2，上に挙げた明示的な書誌情報

が項目中に存在しない場合，項目末尾ではなく

本文中で著者名と書名が並列されているだけで，

導入辞や巻号，ページ番号，引用文が見られな

い場合などである．これらの典拠抽出基準およ

び非抽出基準については，アプリ内に具体例を

付したマニュアルを用意し，ユーザが参照でき

るようになっている[19]． 
 
４．開発したWebアプリの概要 
本アプリでは Googleの Firebaseを用いてオン
ラインの常時同期型作業環境に対応し，時間や

場所にとらわれずに各人の裁量で作業できるよ

うにすることで，先に述べた課題(2)共同作業の
困難の解消を目指した．図 1 中央に表示された
開発システムでは，左部分に Wikisource で公開
されているテキスト[20]を取り込み，右部分に 2
つに分かれた入力フォームを用意した．左側で

は，抽出作業を支援するため，図 2 のように，
第 1巻および第 2巻の作業過程で登録された典拠
文献の著者と表題に一致する文字列を機械的に 

 
1 年代等の付加情報なしに「王令」« les Ordonnances 
»や「ギリシア人」« les Grecs »などと言及している場
合を指す． 

抽出し，著者は青，表題は赤とフォント色を変

えて表示している． 

 
図 2 項目« BAAL ou BEL »の例  

 
入力フォームの上段は入力ミスを防ぐため左

側のテキストからコピー＆ペーストして入力す

る部分であるのに対し，下段はそれらの情報を

基に典拠情報を詳細化・正規化する部分である．

後述のように，上段と下段で作業難易度は大き

く変化するため，2つの部分に分けた．ユーザは
左側のテキストを適宜コピーし，右側の入力フ

ォーム上段に入力する．下段の正規化では，上

段に入力したデータを基に，第 1 巻の成果から
該当する選択肢をプルダウンで表示する機能を

備えている．これらの入力支援機能により，作

業の簡便化および先に述べた課題の(1)入力ミス
の低減を目指す． 
登録されたデータは，後述の登録項目の可視

化に利用される他，CSV 形式でのエクスポート
が可能である．これによりシステムからのデー

タの独立性が高まり，データの長期保存に繋が

る． 

2 辞典の内訳や歴代の王の名前が列挙されている場合
を指す． 

図 1 開発したシステムの概要 
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4.1. ユーザの作業 

 
図 3 ユーザの作業環境 UI 

  
 本アプリ内での作業は難易度に応じて 2 つの段

階が存在する．まず，ユーザは左画面に表示さ

れたテキストを読み，そこに典拠が明示されて

いるか否かを判断する．典拠が明示されていな

ければ「典拠なしにする」ボタンをクリックし

（作業 a），典拠が明示されていれば右画面の

「新規」タブから「抽出要素」に「Vedette（項

目名）」「Page」「Schwab（シュワッブ番号）3」

「Désignant（分類名）」「Signature（項目著者

署名）」「 Collaborateur （項目著者名）」

「Auteur mentionné（典拠として言及された著者

名）」「Titre mentionné（典拠として言及された

標題）」「備考」を入力する（作業 b）．作業 b
の「Page」と「Désignant」の項目は抽出した本

文データだけでは不十分で，紙媒体の目録[4]ま
たは外部データベースを参照する必要がある．

そ の た め ， 既 存 の デ ー タ ベ ー ス で あ る

Wikisource[20]，ARTFL[6]，ENCCRE[7]へのリ

ンクを設置した4． 
 「Signature」は選択式になっており，本文に

記されたサインを選ぶとその下の「Collaborateur」
がプルダウンで選択できるようになる．

「Auteur mentionné」と「Titre mentionné」の項目

については，アプリ以前の作業では作業者の直

接入力による入力ミスが散見されたため，本ア

プリではコピー＆ペーストによる入力を推奨し

ている． 
 さらに発展的な段階として，抽出された著者

とタイトルの正規化の作業がある．第 1 巻まで

の登録データに「Auteur mentionné」に入力され

たものと同一の文字列があれば，「Auteur」欄

にはプルダウンで著者の候補が表示される．

「Titre」にも同様の入力補助機能がある．さら

にユーザは典拠タイトルの出版年を調査し，

 
3 Schwabが作成した『百科全書』目録[5]の整理番号
を指す． 
4 紙媒体または外部データベース目録を含めた入力項

「année de la pub.（出版年）」欄に入力する．作

業の中で出てきた疑問点や留保は備考欄を用意

し，メモを残せるようにした． 
 
4. 2. ユーザ権限の管理 
 本アプリは 4 種類のユーザ権限を用意してい

る．初めにアプリにアクセスしたユーザは，

Google アカウントでログインすることで「編集

者」の権限でユーザ登録される．「編集者」は

典拠の新規登録及び自身の登録項目の編集がで

きるユーザである．この権限のユーザで荒らし

等のトラブルが連続して起こった場合には，閲

覧のみ可能な「研究者」に移行することになる． 
 「編集者」より広い権限を有するものに，

「管理者」と「グローバル管理者」を用意した．

「管理者」は「編集者」の作業に加え，「編集

者」の登録した典拠の正誤判定を行う権限を有

する．「グローバル管理者」はさらにユーザ権

限の管理および項目全体の作業ステータスの管

理を行うことのできる権限である． 
 これらのユーザの権限調整は作業能力に応じ

て行われる．このようにユーザを複数段階に分

けることによって，登録作業における正誤判定

の負荷を下げることが主たる目的である． 
 
4. 3. ヘルプ機能 
 ユーザが作業に取り組む中でアプリおよび作

業の不明点や改善点が出てきた場合には，目次

ページから質問を投げかけることができる．具

体的には，図 4 に示す Google グループを用いた

ディスカッション環境を提供する． 
 

 
図 4 Google グループを用いたディスカッション環境 

 
５．アプリ運用上の課題と対策 
以上のシステムを 2021 年 2 月に公開した．7

目の量については，ユーザの負担を下げることのでき

るよう，現在調整を進めている． 
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月末時点で，第 2 巻の作業は 4374 項目中 489 項

目が終了していた．3 月に一般公開のイベントを

企画したことにより，システムを公開した 2 月

から 3 月にかけては順調に典拠チェックが実施

された項目数が伸びているのに対し，4 月以降の

停滞傾向が顕著であった． 

 
図 5 典拠登録数の推移（2021 年 2–7 月，累積）  

 
この停滞は，アプリのユーザが従来典拠研究

に携わってきた研究会会員中心で，かつその一

部に負担が偏っていることに起因する．図 6 は

ユーザ別典拠登録数で，匿名化したユーザ（横

軸）とその典拠・無典拠登録数（縦軸）である． 

 
図 6 ユーザ別典拠登録数（2021 年 2–7 月）  

 
7 月末時点のユーザ数は 16 名で，このうち登

録のアクションを起こしたユーザは 9 名，さら

に複数日作業したユーザは 5 名ほどと考えられ

る．ここから，本アプリにおける運用上の課題

は，ユーザ数を増加させることと，ユーザのモ

チベーションを維持することであると言えよう． 
これらの課題に対して，筆者らは以下の 4 点

で対応している．まずユーザ数の増加について

は，研究会の主催でレクチャーを含めた体験イ

ベントを開催するとともに，Twitter での進捗報

告を行なっている．モチベーション維持につい

ては，本文を読み進める負荷を下げるために仏

和辞典の機能と，登録により作られた典拠ネッ

トワークを可視化するツールを追加した．それ

ぞれについて以下に詳述する． 

5.1. ユーザ数増加に向けた取り組み 
 ユーザ数増加を目的とした非研究者ユーザ向

けのイベントは，「みんなで翻刻」のイベント

開催形式を参考にした[16][21]．9 月に開催した

説明会には研究会外から 18 名の参加があり，9
名が新規ユーザとして登録された． 
 10 月末現在までに作業が終了した項目数は

4374 項目中 2115 項目に達し，この中から 274 個

の典拠が登録された．図 5 は 10 月末までの月別

登録項目数を示している．この図からは，継続

的に作業に取り組むユーザが 1 名増えるだけで

も，登録作業が安定した進捗を生み出しやすく

なっていることが窺える．依然として作業者の

確保は課題となり続けているため，同様の説明

会を繰り返し実施することにより，新規ユーザ

の獲得を目指す必要がある． 
  

 
図 7 典拠登録数（2021 年 2–10 月，月別・累積） 

 
図 8 は 10 月末までに各ユーザがどれだけの作

業をこなしたかを表したグラフである．8 月から

10 月の間に無典拠項目の登録が大きく数を伸ば

す結果となったが，とりわけ 9 月以降は新規ユ

ーザの貢献が注目に値する．説明会では，作業

に慣れるまでは 4.1 で述べた作業 a から取り組む

ことを薦め，実際に 7 名は作業 a を行なってい

る．作業 b に到達したユーザは 4 名に留まった

が，うち 1名（図 8におけるユーザ B）は説明会

後も継続的に作業を行い，登録に大きく貢献し

ている． 

 
図 8 ユーザ別典拠登録数（2021 年 2–10 月） 
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9 月の説明会への参加者は，ほとんどがフラン

ス語を読むことのできる研究者であった．フラ

ンス語を読めない参加者は 2名で，うち 1名は職

業研究者ではなかった．作業ログによれば，同 2
名（図 8 におけるユーザ E，F）は作業 a に取り

組んでいる．このことは，本アプリにおける作

業の一部が，フランス語や 18 世紀フランスの知

的世界の理解を前提としない可能性を示唆して

いる．本アプリは関連研究を行う研究者だけで

なく，より広い市民参加を促せる可能性を有す

るが，それを実現するためには，ユーザの内的

動機・外的動機の双方に働きかける工夫を施す

ことが有効である[18]．現時点では，Twitter に

おける作業全体の進捗報告[22]に加えて，作業の

進捗状況をリアルタイムに表示する機能[23]，お

よび Google データポータルを用いたユーザそれ

ぞれの観点で可視化および共有できるレポート

機能を提供する（図 9）．これらの機能によって

自身の貢献が可視化される仕組みになっている

が，今後のさらなるユーザ数増加に向けて，作

業aにおけるレベル設定の追加を検討している． 
 

 
図 9 Google データポータルを用いたレポート例 

 
5.2. ユーザのモチベーション維持対策 
 ユーザのタスク実行可能性を高めるには，関

連情報へのリンクを付すことで作業に必要な能

力水準を下げることが有効である[17]との考え方

に基づき，本文中の単語から JapanKnowledge 
[24]再録の『小学館 ロベール仏和大辞典』を引

く機能を追加した．本辞典は 18 世紀フランス語

を読むための仏和辞典として定評がある． 
 このように評価の高い辞書と接続することに

より，18 世紀フランス語を読解する負荷を下げ

ることを目指している．また，『百科全書』は

フランスの思想や文化を理解するための教材と

しても優れた作品であることから，フランス語

の多読教材としても利用できるようにした． 
 ユーザが設定から JapanKnowledge にログイン

す る と ， 図 10 の よ う に ， 作 業 画 面 に

JapanKnowledge のロゴがついた JK ボタンが表示

される．ユーザが検索したい文字列を選択して

JK ボタンをクリックすると，JapanKnowledge に

飛ぶ仕組みである．本機能は SAT 大蔵経の検索

機能を参考にした[25]．また JapanKnowledge へ

の検索を行うGoogle Chrome拡張機能を開発・提

供している[26]．Google Chorme ユーザに限定さ

れるが，任意のページで Japan Knowledge に対す

る検索を右クリックから行うことができる． 
 

 
図 10 JapanKnowledge との連携 

 
 最後に，作業の成果を見せるための工夫とし

て，典拠文献の著者と項目の関係を可視化した

ネットワーク図を参照できる機能を追加した．

図 11 は，作業済の第 1 巻の典拠ネットワークで

ある．項目名を起点，典拠の著者を終点とした

有向グラフである．作図に用いたデータは表形

式で同時に参照でき，本文へのリンクで実際の

記述を確認できる． 
 

 
図 11 『百科全書』第 1 巻の典拠ネットワーク図  

 
概観したところ，第 1 巻のネットワークから

は，聖書に次いでパリ王立科学アカデミーの

紀要から多数の項目が執筆されたことが窺え

る．巻ごとの共起回数の分析ができるように

なれば，『百科全書』の編纂をめぐる思想的

な背景がより鮮明に浮かび上がるだろう．複

数の巻を対象にした詳細な分析は今後の課題

としたい． 
 第 2 巻の典拠は，前述のように，2021 年 10
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月末現在 274 個登録されており，ネットワー
ク図は図 12の通りである．現時点では複雑な
ネットワークは確認されていないが，作業が

進むにつれてより複雑なネットワークが形成

されていくと考えられる．作業の完了した第 1
巻と進行中の第 2 巻のネットワーク図を別個
に表示することで，ユーザが典拠を新たに登

録する度にネットワークがより充実したもの

になっていく過程を楽しめるようにした．第 1
巻同様に典拠数が増え，ネットワークが複雑

化していけば，ユーザが自身の尺度で分析で

きるネットワーク分析ツールを導入すること

も有効であると考えている． 

 
図 12 作業途中の第 2 巻の典拠ネットワーク図 

 
６．今後の展望 
本アプリの課題は以下の 3 点にまとめられ
る． 

(1) ユーザを増やすための広報活動を行うこ
と， 

(2) ユーザ層を拡げるためにゲーミフィケー
ション要素やコミュニケーション要素を追加

すること， 
(3) ユーザの作業負担を軽減するために，入
力項目を厳選すること． 

 
はじめに，広報活動については，現在も

Twitter による日次報告を行なっているもの
の，フォロワーは少なく，ごく一部の関係者

に伝わっているに過ぎない．研究会関係者に

よるリツイートや，日次報告以外の投稿を増

やすことによってフォロワーを増やし，新規

ユーザの獲得およびユーザのモチベーション

維持に繋げていきたい． 
また，人文系のクラウドソーシング事業で

は無償で実施されることが一般的であると述

べる Transcribe Bentham[14]や「みんなで翻
刻」[20]を参考に，ゲーミフィケーション要

素とコミュニケーション要素を追加すること

を目指している．具体的には，ユーザ権限の

調整にレベル制を導入し，作業に取り組んだ

数や正答率に応じてより広い権限を獲得でき

るような仕組みを検討している．この機能に

より，ユーザのモチベーション維持と研究会

側の管理負担軽減が期待される． 
最後に，入力項目についても現在再検討を

進めている．現状では，項目名，ページをは

じめ 11項目（備考を除く）の入力をユーザに
依頼しているが，典拠に関わる項目で本文か

ら読み取れる内容はそのうち 4 項目に過ぎな
い．他の項目は『百科全書』内における項目

の物理的・概念的位置と典拠とを結びつける

ための情報であるが，既存の紙媒体の目録[4]
からでも補完できる要素である．電子化はさ

れていないため，現在は作業に組み込んでい

るが，これらの情報の入力を典拠の入力から

切り離すことによって作業が効率化するので

あれば，ユーザの負担を減らすべく省略する

ことを検討している． 
以上 3 点の課題を解決することによって，
『百科全書』の典拠研究を市民参加型研究に

近づけていきたいと考える．より多くのユー

ザを獲得し，本アプリ上で継続的にデータを

集積できれば，冒頭で述べたように『百科全

書』研究の更なる進展が見込まれる．充実し

たクラウドソーシング事業の設計・遂行に向

けて，本発表を通じて議論を進めたい． 
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